
 
 

８月定例記者懇談会 
 

令和７年８月 26 日（火） 

 11 時 00 分～11 時 40 分 203 会議室  

 

 

 

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

○月間行事予定の説明 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

 

○第 66 回町内一周駅伝大会について（箕輪町公民館） 

 

○箕輪町地震総合防災訓練について（総務課危機管理係） 

 

○多文化防災ワークショップ NICE について 

（くらしの安全安心課多文化共生・男女共同参画推進室） 

 

○まちなかタクシーの利用実績について（くらしの安全安心課生活環境・交通係） 

 

○町発足 70 周年記念式典・関連イベント等について（企画振興課みのわの魅力発信室） 

                        

 

町長コメント 

 

 

 

 

 

  

出席者：みのわ新聞、長野日報、伊那ケーブルテレビ、信濃毎日新聞 

事務局：唐澤、鈴木、小笠原、濵 



 
 

１ 第 66 回町内一周駅伝大会について（箕輪町公民館） 

 

○概要 

別紙ポスターにて説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当）今年は愛知県幸田町が初参加の予定です。 

コースは１周 13 区間のコースと８区からの短縮コースの２つに分かれています。 

参加チーム登録は９月９日まで受け付けています。 

（町長）今年は中学校の新人戦と日程が重なっており、出場者の確保に苦労しています。各地区

で募集をかけていますので、記事等でご協力をお願いします。 

資料 



 
 

2 箕輪町地震総合防災訓練について（総務課危機管理係） 
○概要 

別紙資料にて説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

（担当）南海トラフ地震の脅威が高まっていることから巨大地震への対策対応力を高めるため、

南海トラフ地震を想定とした発生型の地震総合防災訓練を実施します。 

（町長）町の地震総合防災訓練については、他自治体でみられるようにどこか１箇所で集中的に

訓練するという方式をとっておらず、各区が独自にメニューをつくって訓練をする、本部は本

部で訓練する方式をとっていますが、各区と本部との連携はとっています。 

 

3 多文化防災ワークショップ NICE について 
（くらしの安全安心課多文化共生・男女共同参画推進室） 

○概要 

別紙資料にて説明 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当）箕輪町には約 800 人の外国人住民が住んでおりますが、多くの方が災害は未体験者

で、防災という認識を持っておりません。地域で住民同士ともに支え合うことについて一緒に

考え、地域住民同士の繋がりが持てることを期待して企画いたしました。 

資料 



 
 

４ まちなかタクシーの利用実績について 
（くらしの安全安心課生活環境・交通係） 

○概要 

別紙資料にて説明 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



 
 

（担当）令和 7 年３月末時点でのまちなかタクシーの登録者数 1,245 人、うち一度でも利用し

たことがある方は 543 人で登録者全体の 43.6%となります。 

登録者の男女比は男性 24%、女性 76%となっております。 

平均運賃、平均町負担額、平均本人利用料は 1 運行当たりそれぞれ 1,670 円、1,402 円、

267 円です。 

登録者数と一度でも利用したことのある方の人数と割合は、グラフの通りで、新規登録者数

は微増となっております。 

登録区分別の登録者数と割合は、表の通りで、登録区分別の中で割合が大きい順に免許返納

者の方、75 歳以上のみの世帯で自家用車がない世帯の方、免許保有したことがない 75 歳以

上の方となっております。 

年齢別の利用者数では 80 代の皆さんに多くお使いいただいております。 

曜日別利用回数では金曜日が、時間帯別利用回数では、10 時から 12 時がピークとなって

おり、13 時以降は利用が落ち着いております。 

各月の利用回数は、月 10 回までの利用割合が全体の 92.4%となっており、令和 6 年 4 月

から月 20 回の回数制限を設けておりますが、概ね必要とされる運行が賄えている状況です。 

最後に、みのちゃんバス利用者数の推移と、まちなかタクシー運行回数についてですが、み

のちゃんバス利用者数の減少より、まちなかタクシー利用者数が多く、バスからの移行であっ

たかは分析しきれておりません。 

 

（町長）まちなかタクシーについては、ほぼ落ち着いてきたという感じです。実証実験からここ

で丸２年くらいになり、ほぼこの内容でいいと思っています。 

  課題として、15 時までの運行にしており、15 時以降、16 時、17 時までを望む声や土曜日

の午前中に通院に使いたいといった要望がありますが、タクシー会社との調整もあり、当面は

現状通りと思っています。 

  また、多数使われる方についても、１人あたり 250 円とか 500 円の運賃で、１回あたりの

平均負担額が 1,500 円くらいになることから、公共交通機関として１ヶ月に２万円、３万円

を町で支援していくことについて課題もあり、回数制限を設けています。 

  もう一つ、みのちゃんバスとの関連ですが、まちなかタクシーを利用することによって、み

のちゃんバスの利用が減るとの予想の元で実施しましたが、思ったほど減っていません。公共

交通として、バスとまちなかタクシーを両立していく必要があるかどうか、もう少し実証した

段階で結論を出さなければいけないと思っております。経費の問題もあるので、どうするかは

これからの課題と思っています。 

 

（記者）一度登録された方は、毎年登録する必要はないとういうことでよろしいでしょうか。 

（担当）料金の区分が変わる際には登録が必要ですが、それ以外は不要です。 

（記者）登録者数は令和５年度から特段増減はみられないということでよろしいでしょうか。 

（担当）ほぼ横ばいです。 

（記者）利用者の利用目的の統計はとっていますか。 



 
 

（担当）統計をとっていませんが、傾向として温泉や買い物、通院が多いと思われます。 

（記者）バスとまちなかタクシーの今後の方向性について、今後もう少し実施してということで

すが、どのようにお考えですか。 

（町長）みのちゃんバスの利用が思ったほど減っておらず、両方利用されており、両立の可能性

もあると思っています。当初は、みのちゃんバス利用者の皆さんがまちなかタクシーに移行す

るのではないかと思っていましたが、そうはならなかった一番の理由が、みのちゃんバスはほ

とんど無料だからと思っています。ですので、無料で利用できる皆さんは継続してみのちゃん

バスを利用しており、今まで 1,000 円とか 2,000 円払って有料のタクシーを利用していた皆

さんがまちなかタクシーを使う方に動いたと感じています。 

  全体とすると、町が運営する公共交通を使うことにはなったのですが、両方を運転せざるを

得ない状況がつくられています。ただ、街の中心部を動いている部分は、まちなかタクシーに

移行してもいいのではないかと思っています。 

  また、みのちゃんバスで中学生向けに朝晩運行していますが、学習形態や部活動などにマッ

チしているかというと、だいぶ様相が変わってきており、朝部活がなくなったりとか、これか

ら部活動の地域展開など大分変わってくる可能性があるので、その辺を見据えてスクールバス

をどうするかという議論を教育委員会でしてもらいたいと思っています。 

  そのことも考えながら、みのちゃんバスをどうするか、今の２台で今の運行形態でいいの

か、もう少し時間が欲しいと思っています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

５ 町発足 70 周年記念式典・関連イベント等について 
（企画振興課みのわの魅力発信室） 

○概要 

別紙資料にて説明 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

(担当)記念式典・記念講演について 9 月 20 日土曜日午前 10 時から箕輪町文化センターホール

で行う予定です。今回、記念功労者表彰、特別感謝状の贈呈も予定しております。また、受賞

者が決まりましたら公表いたします。そのほか、小中学校の児童生徒の皆さんから未来へのメ

ッセージということで呼びかけを予定しています。 

  記念式典終了後、記念講演として箕輪町ふるさと大使で桜美林学園理事長 大槻達也様によ

る記念講演を 40 分程度予定しています。 

   

  愛知県幸田町との姉妹都市協定の締結式について 70 周年記念式典の前日、9 月 19 日金曜

日 11 時から箕輪町文化センターホールで行う予定です。両町の締結署名と記念品の贈呈をす

る予定です。 

  アトラクションとして、幸田町は伝統芸能の三河万歳、箕輪町は箕輪南小学校の児童により

ます太鼓の演奏を予定しております。 

  また、幸田町からの記念品として、横３ｍ、縦４ｍの凧をいただく予定で、９月 20 日土曜

日の午後に役場玄関ホールに設置する予定です。 

 

  70 周年記念事業として、特別番組の収録・放送を考えております。 

  １点目として、三河湾ネットワーク株式会社制作で、幸田町と箕輪町の交流に関する番組を

収録、放送する予定で、幸田町長と箕輪町長の対談の収録を９月 19 日金曜日午後３時 30 分

から行います。 

  ２点目として、つなぐ、えがく、みんなの未来 仮称～過去と未来、人と人がつながる、未

来をえがける都市を目指そう～と、東京都豊島区、愛知県幸田町、箕輪町が SDGｓ未来都市

に選定されていることから、３つの自治体の SDGｓの取組みの共有、また未来に向けて更な

る交流等に向けた特別番組を収録し、放送する予定です。収録は、９月 19 日金曜日午後５時

30 分から１時間程度を予定しています。 

 

  記念グッズについて、これまでタオルやバッジ等を作成してまいりましたが、第４弾として

記念のオリジナルチョコのお菓子を作る予定です。９月１日からイベント時に配布や販売をし

ていきたいと思っています。 

 

  全国「みのわ」の紹介パネル、みのわの未来絵画・塗り絵、デジタルフォトモザイクアート

の展示については、９月 19 日から文化センターで展示予定です。また、10 月からは巡回展

示ということで、他の公共施設等で展示する予定です。 

 

  記念特別講演会について、10 月５日日曜日、午後１時 30 分から３時まで箕輪町文化セン

ターホールで駒澤大学陸上部の総監督の大八木弘明さんをお迎えして実施します。８月 31 日

まで第２次申込受付をしております。 

 

  昨年住民提案があり、イベント部会の方で検討し、「スカイランタン in minowa」を企画



 
 

し、10 月５日日曜日午後６時打上げで実施します。 

  スカイランタンは、糸につながっているバルーンに LED ライトを取り付け、打ち上げるも

のです。会場は箕輪中学校のグラウンドですが、強風時や降雨時は町社会体育館を予定してい

ます。 

  打ち上げたランタンは参加者にお持ち帰りいただけます。 

 

（記者）ランタンの打上げ以外に 70 周年にちなんだ催しはありますか。 

（担当）演出については調整中ですが、ナイトウォークで使うペットボタルやバルーンアートを

使った演出を計画しています。 

 

○町長コメント 

８月５日・６日の広島平和学習に小中学生とともに行ってまいりました。これからまとめをし

まして、10 月１日に広島平和学習の報告会を行います。参加した小中学生の皆さんからそれぞれ

発表いただきます。今年は戦後 80 年の節目であり、報道機関、テレビ等非常に第二次世界大戦の

問題とか原爆とかこの地域の問題とか、本当に報道されておりまして身近に議論ができている状

況があって、こどもたちもやはりそういった意味で非常に勉強してまいりましたので、私も報告

会を楽しみにしております。 

 

９月議会定例会が始まってまいります。その中で、１点目は産業用地の確保になります。資料

はありませんが、昨年まで町内の中曽根区に工業団地を整備したいということでやっておりまし

たけれども、関係者の皆さんの協議が整わないということがありまして断念をしていたわけであ

りますが、今般それから少し北側に入った広域農道沿いでリズム㈱の南側の用地 4.6 ヘクタール

ぐらいの用地について、産業用地として確保していきたいということで、まとまってまいりまし

た。 

これからの地域への説明等をしていきますけれども、概ね地権者の皆さんからご了解をいただ

けてきていますので、今回の議会の中で、農村地域への産業の導入に関する実施計画書変更計画

の作成委託料の提案をさせていただきます。 

あとこれから多分地域の皆さんのご同意をいただけるというふうに思いますので、長くかかる

かもしれませんが工場立地をしていきたいと思っています。 

箕輪町の場合は、産業集積されているということの一方で、農村地域であって兼業農家を守る

という意味でも、企業の皆さんに協力をいただいて、農地を保全する産業用地を維持していくこ

とその両方をして、初めて町が発展できると思っていますので、今後こういった取組みも引き続

き続けていきたいと思っております。 

 

２点目として、資料もまだ出しておりませんけれども、中学校の部活の地域展開について運営

協議会ができておりまして、その中からクラブの運営を委託するという方向で予算措置をしてあ

りますので、審議をいただくことになります。 

地域展開されたものを誰が運営していくかなかなか難しいところでありまして、教育委員会が



 
 

する場合、総合型地域クラブスポーツクラブがある場合はそこがする場合、またはプロスポーツ

のプロの皆さんにお願いする場合等々いろんな形式がありますが、箕輪町には総合型地域スポー

ツクラブがないので何らかの形でどなたかに依頼をしていかないと、現実できないということも

あって、そんなことの予算をお願いしてありますので、またご審議をいただきたいと思っていま

す。 

 

もう一つ、老朽化して安全性が保たれていない特定空き家があり、本来ですと建物所有者が解

体をしてもらうわけですが、なかなかそれができない状況にあって、町として解体せざるを得な

いというか、実施をするということにいたしました。 

国の補助金をいただきながら、解体をするということで今回その予算措置をさせていただきま

した。箕輪町が特定空き家を行政として解体をするのは初めてのことなので、手続き等も慎重に

今までやってきましたけれども、間違いのないような形にして、こどもたちの通学路にもなって

いて非常に危ない状況にありますので、できるだけ早く、解体をして解決したいと思っていまし

て、予算をお願いしてまいります。 

そんなようなことを 9 月定例会の方にお願いをしておりますので、またご審議のほどお願いで

きればと思います。 

 

 (記者) 部活動の地域展開の予算計上について、具体的な委託先など決まっていますか。 

（町長）総合的に委託できるような先がない状況で、それを検討するための予算という形で、委

託先をこれから絞っていきたいなと思っております。 


